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1．2020年度自己点検・自己評価について 
 
1）2019年度評価に対する2020年度の取り組み総括 

自己点検・自己評価については3.5以上の評価を目指している。2019年度自己点検・自己評価の結果は、全体平
均3.7であった。2019年度の結果3.5以下は「国際交流」の１項目であり、課題とし取り組んだ。取り組みは、以
下の通りである。 

（1） 国際交流：日本国籍を持たない学生への国家試験受験に向けた支援や卒後留学のための外国語での証明

書発行等の支援実績はあるが、外国籍学生への支援がシステム化されていないことが課題となっていた。

外国籍学生の受け入れ要綱を作成して支援体制を整備し、海外留学プロジェクトを立ち上げ取り組んで

いる 

 

2）2020年度自己点検・自己評価の実施・結果 

（1）実 施 日：2020年12月17日～2020年12月23日 

（2）対 象 者：教職員30名 回収率100％ 

（3）評 価 項 目：大項目は下記レーダーチャートに示す。  

（4）評 価 基 準：「不適切…1、やや不適切…2、ほぼ適切…3、適切…4」の4段階とした。 

（5）結果・課題：2020年度自己点検・自己評価の結果は、前年度の全体平均3.6から3.8へ上昇した。 
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細項目の結果は以下の通りである。 

 
1 教育理念・目標   

             

 
 
2 学校運営 

          

 
 
3－1 教育活動  
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3－2 実習    

           

  

 

４ 学修成果    

           

 
 
5－1 学生支援     
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5－2 学生生活の支援  

         

 
 
6 教育環境   

            

 
 
7 学生の受け入れ募集   
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8 財務 

           

 
 
9 法令等の遵守   

             

 
 
10 社会貢献・地域貢献    

          



6 
 

11 国際交流   

           

 
 
12 研究活動への支援  

           


